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サトウキビ農家
252人を認定

　

去
る
6
月
17
日
沖
縄
県

農
林
水
産
部（
山
城
毅
部

長
）
は
県
庁
に
お
い
て
、
多

良
間
村
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

組
合（
本
村
健
次
組
合
長
）

2
5
2
人
を
代
表
し
て
組

合
長
に
認
定
証
を
交
付
し

た
。
こ
れ
は
、
環
境
保
全
型

農
業
に
取
り
組
む
農
家「
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
を
新
規
で

認
定
。
島
ご
と
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
は
県
内
で
は
初
め
て
、

こ
の
制
度
は
各
ほ
場
で
の

堆
肥
や
緑
肥
・
有
機
物
等

に
よ
る
土
作
り
や
化
学
肥

料
・
農
薬
等
の
使
用
低
減
の
導
入
な
ど
、

特
に
環
境
に
優
し
く
持
続
性
の
高
い
農

業
生
産
方
式
に
取
り
組
む
農
家
を
沖
縄

県
が
認
定
し
支
援
す
る
。

　

認
定
の
有
効
期
間
は
5
年
間
、
ま
た

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
全
国
共
通
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
の
使
用
が
認
め
ら

れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
多
良
間
村
は
、
島
全
体
の

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
の
取
得
に
向

け
、
平
成
23
年
に
県
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
生

産
組
合
・
製
糖
工
場
・
J
A
な
ど
で
構

成
す
る『
多
良
間
村
黒
糖
エ
コ
生
産
協

議
会
』を
発
足
し
て
き
た
。
化
学
肥
料
・

農
薬
使
用
等
の
慣
行
基
準
を
3
割
減
目

指
し
、
生
産
農
家
が
一
体
と
な
り
取
り

エコファーマー多良間村を
サトウキビ農家
252人を認定

組
ん
で
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　

村
で
は
7
月
5
日
に
塩
川
集
落
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認

定
祝
賀
会
を
開
い
た
。
多
く
の
農
家
や

製
糖
工
場
・
J
A
・
県
の
各
関
係
機
関

が
参
加
し
て
認
定
を
祝
っ
た
。

　

伊
良
皆
光
夫
村
長
は「
多
良
間
村
に

お
け
る
農
業
を
取
り
巻
く
現
状
と
し
ま

し
て
、
県
文
化
環
境
部
が
公
表
し
た『
水

質
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
』
多

良
間
村
で
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性

窒
素
が
環
境
基
準
を
超
え
て
検
出
さ
れ

た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
県
の
栽

培
指
針
で
は
化
成
肥
料
で
10
a
当
た
り

約
6
か
ら
7
袋
で
あ
る
の
に
対
し
、
平

成
20
年
当
時
の
多
良
間
村
で
の
化
学
肥

料
の
使
用
は
10
a
当
た
り
9
袋
で
あ
り

ま
し
た
。
県
の
指
針
の
な
ん
と
1
，
3

倍
も
の
化
学
肥
料
の
使
用
量
で
あ
っ
た

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
必
要
以
上
に
多

め
に
使
っ
た
化
学
肥
料
が
地
下
水
へ
流

出
し
て
、
地
下
水
の
汚
染
に
繋
が
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
化
学
肥
料

の
低
減
化
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
施
肥
量
か
ら
3
割
減

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
化
学
合
成
農
薬
の
回
数
を
こ
れ

ま
で
の
使
用
基
準
の
慣
行
回
数
か
ら
3

割
減
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定

は
多
良
間
村
サ
ト
ウ
キ
ビ
全
農
家
で
あ

り
、
全
農
家
を
対
象
に
し
た
認
定
は
全

国
で
も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
で
あ

り
ま
す
。
認
定
期
間
が
5
年
間
と
な
っ

て
お
り
、
目
標
年
で
あ
る
5
年
後
ま
で

に
化
学
肥
料
の
3
割
減
、
化
成
農
薬
の

現
在
の
使
用
回
数
か
ら
3
割
減
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
5

年
後
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
県
の

慣
行
基
準
を
目
標
と
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
環
境
負
荷
つ
ま
り
地
下
水
汚
染

等
を
減
ら
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

全
農
家
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定

は
、
多
良
間
産
黒
糖
の
安
全
・
安
心
を

国
内
外
に
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
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＊認定までの経緯＊

と
も
に
、
差
別
化
は
も
と
よ
り
、『
黒

糖
エ
コ
生
産
の
島
』
と
し
て
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
に
よ
る
生
産
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
に
よ
り
、
糖
業
振
興
だ
け
で

な
く
対
外
的
に
も
島
の
P
R
や
観
光
に

大
い
に
寄
与
で
き
、
村
の
振
興
発
展
に

繋
が
る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。」
と
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

ま
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
農
家
を
代
表

し
て
、
高
江
洲
昭
男
さ
ん
は
製
糖
工
場

の
新
築
に
関
し
、
伊
良
皆
村
長
へ
要
請

し
た
。「
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
安
定
生
産
と

多
良
間
黒
糖
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
の
た

め
に
も
新
工
場
の
早
期
実
施
を
お
願
い

し
た
い
」と
要
請
文
を
手
渡
し
た
。

1　これまでの取組経緯
　（1） ‌�県文化環境部が公表した「2007年度水

質・ダイオキシン類測定結果」において、
多良間村の一部地域で、硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素が国の環境基準を超えてい
ることが明らかとなった。

　（2） ‌�多良間村では生活用水を地下水に依存
しているため、水質改善は重要な課題と
なっている。

　（3） ‌�農業分野においても化学肥料・化学合成
農薬の使用等による環境負荷の軽減に配
慮した持続的な農業への転換を図る必要
がある。

　（4） ‌�それを受け、平成23年7月に、多良間村
をはじめとする関係機関でなる「多良間
村黒糖エコ生産推進協議会」を発足した。

　（5） ‌�この協議会で村の基幹作物であるサトウ
キビについて、化学肥料、及び化学合成
農薬の地域慣行基準3割減を目指し環境
にやさしい安全・安心・サトウキビ生産
につなげようと、サトウキビ農家全体で
エコファーマー認定の取得に向け取り組
むこととなった。

2　取組内容
　（1） ‌�エコファーマー認定制度の説明、展示圃

現地検討会及び地域懇談会等での土作り
推進を実施。

　（2） ‌�平成24年度、25年度に「黒糖の力・安定
化支援事業」を活用し、化学肥料3割減を
設定した実証展示圃（延べ数27カ所）の
設置。

　（3） ‌�栽培前の土壌の現状を把握することで、
サトウキビの土づくりに施肥設計を反映
させるため、栽培圃場（約300件）での土
壌分析を実施。

　（4） ‌�化学肥料、化学合成農薬3割減への取組。
　　1 緑肥、堆肥、緩効性肥料の施用を推進。
　　2 ‌�交信かく乱法（性フェロモン）により、サ

トウキビ病害虫イネヨトウの防除を行う
ことで、化学合成農薬等の使用を減らす。

　　3 ‌�雑草対策は人力で行って、除草剤の回数
を減らす。

3　エコファーマーの認定
　　‌�平成26年6月17日多良間村全サトウキビ

農家252戸をエコファーマー認定。

4　今後の展開と地域連携
　（1） ‌�既存の堆肥センターを活用し、サトウキ

ビの葉ガラや牛ふんを堆肥化して農地に
還元することで、土づくりを行うなど耕
畜連携を推進し、サトウキビの生産増加
を図る。

　（2） ‌�エコファーマー認定により多良間村の黒
糖を差別化販売し、需要拡大を図ること
で、農家の生産意欲と所得向上を目指す。

　（3） ‌�多良間村民一体となって持続的な農業に
取り組む事で環境に優しい安全、安心な
島として、エコ黒糖を通して多良間村を
PRし、観光にも繋げていく。
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う
。（
村
長
へ
）

2
、
工
事
入
札
に
つ
い
て

（
1
）�多
良
間
村
の
発
注
す
る
工
事
に
、
島
外

の
業
者
を
数
社
、
指
名
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
島
内
業
者
を
優
先
に
し
、
入
札
に
参

加
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
で
き
な
い
か
伺

う
。（
村
長
へ
）

◇
本
村
　
健
次
議
員

1
、
集
落
内
の
立
ち
枯
れ
し
た
樹
木
に
つ
い
て

（
1
）�集
落
内
に
立
ち
枯
れ
し
た
木
が
多
く
あ

り
、
危
険
を
感
じ
る
が
撤
去
す
る
計
画
は

な
い
か
伺
う
。（
村
長
へ
）

2
、�

小
学
校
の
各
教
室
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

（
1
）�学
校
現
場
か
ら
教
室
が
暑
く
て
、
授
業
に

集
中
出
来
な
い
子
ど
も
達
が
多
い
と
聞
い

て
い
る
が
、
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
の

計
画
を
伺
う
。（
教
育
長
へ
）

◇
渡
口
　
直
和
議
員

1
、
港
湾
施
設
内
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

（
1
）�多
良
間
港（
前
泊
地
区
）
の
物
揚
場
の
一

部
が
、
雑
木
林
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の

場
所
を
海
浜
公
園（
海
辺
の
公
園
）
と
し

て
の
整
備
を
県
へ
要
請
出
来
な
い
か
伺

う
。（
土
木
建
設
課
長
へ
）

2
、
堆
肥
の
製
造
工
程
等
に
つ
い
て

（
1
）�堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
堆
肥
の
製
造

工
程
等
に
つ
い
て
伺
う
。（
産
業
経
済
課

長
へ
）

3
、
工
事
関
係
の
提
出
書
類
に
つ
い
て

（
1
）�受
注
し
た
業
者
か
ら
の
提
出
書
類
に
お

い
て
、
主
任
技
術
者
及
び
現
場
代
理
人
等

の
資
格
の
有
無
に
つ
い
て
伺
う
。（
土
木

建
設
課
長
へ
）

平成26年多良間村議会6月定例会

＊
一
般
質
問
の
要
旨

◇
豊
見
山
　
正
議
員

1
、
財
政
調
整
基
金
の
運
用
に
つ
い
て

（
1
）�財
政
調
整
基
金
の
運
用
は
法
令
に
則
し

て
い
る
か
。

　
　

多
良
間
村
財
政
調
整
基
金
条
例
の
規
定
に

　
　

沿
っ
て
伺
う
。（
村
長
へ
）

2
、
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

（
1
）�多
良
間
島
を
拠
点
に
水
納
島
航
路
を
開

設
す
れ
ば
観
光
の
起
爆
剤
と
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
計
画
は
な
い
か
。（
村
長
へ
）

◇
富
原
　
安
則
議
員

1
、�

多
良
間
海
運
の
運
営
・
経
営
・
管
理
責
任

に
つ
い
て

（
1
）�「
フ
ェ
リ
ー
た
ら
ま
ゆ
う
」
の
運
賃
見
直

し
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。（
村
長
へ
）

（
2
）�支
配
人
の
定
年
制
度
は
無
い
の
か
伺
う
。

（
村
長
へ
）

（
3
）�「
合
資
会
社　

多
良
間
海
運
」
の
株
数
又

は
、
出
資
金
額
の
詳
細
説
明
に
つ
い
て
伺

う
。（
村
長
へ
）

2
、
多
良
間
海
運
の
今
後
の
運
営
等
に
つ
い
て

（
1
）�将
来
、
多
良
間
海
運
の
運
営
に
関
し
、
村

独
自
で
改
善
、
改
革
し
運
営
管
理
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。（
村
長
へ
）

◇
羽
地
　
隆
憲
議
員

1
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

（
1
）�人
口
が
減
り
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
子

育
て
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
少
な

り
と
も
人
口
の
流
出
を
食
い
止
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
子
育
て
の
支
援
の
一
環
と

し
て
、
保
育
料
の
軽
減
が
図
れ
な
い
か
伺

　

多
良
間
村
議
会（
森
山
実
夫
議
長
）6
月
定
例
議
会
が
去
る

6
月
12
日
に
開
会
し
、
管
内
視
察
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
村

当
局
か
ら
上
程
さ
れ
た
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
多
良
間
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1

次
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
百
六
十
七
万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
四
億
二
千
五
百
四
十
九
万
九
千

円
と
し
た
。

　

平
成
26
年
第
2
回
多
良
間
村
議
会
定
例
会
提
案
事
項
は
次

の
通
り
。

議
案　

第
26
号　

�

平
成
26
年
度
多
良
間
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
予
算
の
補
正
に
つ
い
て

議
案　

第
27
号　

�

多
良
間
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画（
第
7
次
計
画
）の
変

更
に
つ
い
て

案　
　

第
28
号　

�

先
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

議
案　

第
29
号　

�

先
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

報
告　

第
2
号　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

報
告　

第
3
号　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

報
告　

第
4
号　

�

多
良
間
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
に
つ
い
て

発
議　

第
1
号　

�

民
間
戦
争
被
害
者
を
救
済
す
る「
新

た
な
援
護
法
」の
制
定
を
求
め
る
意

見
書

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

不 

承 

認

不 
承 
認

報 

告

報 

告

報 

告
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平
成
26
年
６
月
23
日
の
慰
霊
の

日
、
多
良
間
村
合
同
慰
霊
祭
が
村
慰

霊
之
塔
前
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。
伊
良
皆
光
夫
村
長
や
遺
族
会
、

各
団
体
の
代
表
ら
が
参
列
し
二
度

と
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
恒
久

平
和
を
誓
っ
た
。

　

伊
良
皆
村
長
は
、「
謹
ん
で
戦
没

者
の
御
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま

す
。
先
の
大
戦
が
終
わ
り
69
年
目
の

夏
を
迎
え
、
鎮
魂
の
思
い
を
語
る
に

当
た
り
、
あ
の
悲
惨
な
日
々
を
心
に

思
い
描
く
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
紺
碧
の
海
と
空
を

黒
々
と
埋
め
尽
く
し
た
軍
艦
や
爆

撃
機
か
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
轟
き
続

け
る
閃
光
と
爆
音
、
幾
万
の
住
民
が

戦
火
の
真
只
中
に
投
げ
出
さ
れ
、
多

く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
美
し
い
沖
縄
の
大
地

に
刻
ま
れ
た
悲
惨
な
歴
史
を
け
っ

し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
戦
い

の
記
憶
は
長
い
年
月
を
経
て
、
と
も

す
れ
ば
次
第
に
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
の
厳
粛
な
事

実
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代

へ
確
実
に
語
り
継
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
人
、
先
輩
方
々
の
ご
努
力
で
農

業
を
基
幹
産
業
と
し
た
稔
り
豊
か

な
郷
土
多
良
間
村
が
築
き
あ
げ
ら

れ
、
今
日
の
繁
栄
を
見
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
御
霊
の
ご
加
護
と
ご
遺
族
の
皆

様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
と

心
に
刻
み
、
心
新
た
に
豊
か
で
住
み

よ
い
郷
土
づ
く
り
に
、
全
力
を
尽
く

す
こ
と
を
、
こ
こ
に
固
く
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
戦
没
者
な
ら
び

に
戦
災
死
者
の
方
々
の
御
霊
に
安

ら
か
に
な
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
い

た
す
と
と
も
に
、
未
来
永
劫
悲
し
み

の
歴
史
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
築

く
た
め
に
皆
様
と
共
に
力
を
注
い

で
参
る
こ
と
を
、
強
く
決
意
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。」
と
追
悼
の
こ
と

ば
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
多
良
間
中
学
校
を
代
表
し

て
外
間
凌
雅
君
３
年
生
は「
今
日
あ

る
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
人
間
同
士
が
争
う
こ

と
の
な
い
平
和
で
明
る
い
世
界
に

な
る
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。
緑
の

多
い
美
し
く
優
し
い
風
に
包
ま
れ

た
私
た
ち
の
多
良
間
島
を
守
っ
て

行
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」と

述
べ
た
。

沖
縄
離
島
体
験
交
流
促
進
事
業
で
糸
満
市

立
喜
屋
武
小
学
校
か
ら
５
年
生
19
人
が
多
良

間
村
へ
来
島
し
た
。
多
良
間
空
港
で
入
島
式

が
お
こ
な
わ
れ
、
村
役
場
の
池
城
三
千
雄
総

務
財
政
課
は「
タ
ラ
マ
ン
ケ
ー
、
ワ
ー
リ
ー
、

ス
デ
ィ
ガ
プ
ー
。（
多
良
間
に
来
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
。）」
と
最
初
に
方
言
で
歓
迎
。

「
２
泊
３
日
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

う
。
多
良
間
の
文
化
、
歴
史
な
ど
を
学
習
し

自
然
と
親
し
み
、
民
泊
で
の
交
流
や
多
良
間

小
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
歓
迎
し

た
。
ま
た
民
泊
を
受
け
入
れ
た「
わ
ー
り
の

会
」（
わ
ー
り
、
と
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
）の
佐
久

本
洋
子
会
長
は
、「
短
い
間
だ
が
本
島
に
は
な

い
自
然
、
文
化
を
体
験
し
て
ほ
し
い
」と
児
童

等
を
歓
迎
し
た
。

児
童
ら
は
家
庭
に
民
泊
し
な
が
ら
村
内
の

歴
史
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
海
で
は
ス
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
や
釣
り
体
験
・
リ
ー
フ
上
で
の
散
策

な
ど
を
行
っ
た
。

民泊で１９人が多良間入り民泊で１９人が多良間入り

村
主
催
合
同
慰
霊
祭

　
　
　
大
戦
後
69
年
目
迎
え
る

▲入島記念でパチリ

離島体験交流事業
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ご
あ
い
さ
つ

　

梅
雨
真
っ
最
中
の
６
月
中
旬
、
村

役
場
総
務
財
政
課
広
報
担
当
か
ら
広

報「
た
ら
ま
」
に
新
企
画
と
し
て
各
地

の
郷
友
会
を
紹
介
、
掲
載
す
る
趣
旨

の
寄
稿
依
頼
を
受
け
快
諾
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

第
1
、
名
称
に
つ
い
て
。

　

在
宮
古
多
良
間
郷
友
会

第
2
、
設
立
の
目
的
に
つ
い
て
。

　

会
則
第
３
条
で「
会
員
相
互
の
親
睦

と
相
互
扶
助
を
図
る
。」
と
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。

第
3
、
創
立
に
つ
い
て
。

　

１
９
３
４
年（
昭
和
９
年
）
頃
、
出

稼
ぎ
奉
公
の
青
年
10
数
名
に
よ
っ
て

発
足
さ
れ
、
同
時
に
共
同
墓
地
作
り

の
事
を
話
し
合
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

本
郷
友
会
は
今
年
で
創
立
80
周
年
に

な
り
ま
す
。

第
4
、
会
員
数
に
つ
い
て
。

　

会
員
５
０
０
人（
世
帯
１
５
０
世
帯
）

第
5
、
年
間
行
事
に
つ
い
て
。（
内
容

省
略
）

　
「
シ
ャ
ニ
ツ
会
」・「
各
郷
友
、
親
島

交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」・「
婦

人
部
・
青
年
部
に
よ
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
」・「
総
会
」

第
6
、
課
題
に
つ
い
て
。

　

①
共
同
墳
墓
管
理
規
程
の
遵
守
と

　
　

老
朽
化
対
策
。

　

②
会
員
の
拡
大
。

　

③
行
事
の
精
選
。

　

④
各
地
の
郷
友
会
行
事
へ
の
参
加

　
　

と
協
力
。

第
7
、
自
慢
話
（
ド
ゥ
メ
ェ
ー
ガ
リ゚

）

を
致
し
ま
す
。

　

同
期
生（
１
９
４
８
年
生
）４
名
の
有

志
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
会
長
を
務

め
、
郷
友
会
の
継
承
、
発
展
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
郷
土
愛
と
信

頼
が
あ
る
か
ら
こ
そ
出
来
る
も
の
と
自

負
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
ア
グ
４
名

の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

故
、
山
川
玄
栄「
３
年
」。
山
城　

強「
２
年
」。
渡
久
山
春
吉「
３
年
」。

名
城
常
一「
３
年
」。
合
計
11
年
。

　

４
名
の
カ
ナ
ス
ア
グ
達
に
絶
大
な

拍
手
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
当
た
っ
て
、
故
郷
多
良
間

村
並
び
に
在
宮
古
多
良
間
郷
友
会
の

深
い
交
流
と
更
な
る
発
展
を
祈
念
申

し
上
げ
、
多
良
間
島
の
ク
ガ
ニ
こ
と

わ
ざ「
シ
ュ
ダ
ツ　

ス
マ
ン　

パ
イ

ル
」を
肝
に
銘
じ
、
此
の
度
寄
稿
の
機

会
を
下
さ
っ
た
担
当
に
感
謝
し
、
甚

だ
駄
文
に
な
り
ま
し
た
が
今
後
と
も

諸
兄
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
す
る
と
共
に
広
報「
た

ら
ま
」が
益
々
村
民
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
に
愛
読
さ
れ
る
よ
う
切
望
し

て
、
こ
れ
で
紹
介
を
終
わ
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
ヤ
グ
ミ
ス

デ
ィ
ガ
プ
ウ
）

▲大きなナベでピィサパンビンを揚げる婦人部

▲カツオ漁で大漁だった！

▲会員の交流は楽しい一時

会長 名城 常一

郷友会
紹介企画

第2回 在宮古多良間郷友会
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村
立
多
良
間
保
育
所（
本
村
芳
子
所
長
）で
は
７
月
４

日
、
午
後
６
時
か
ら
七
夕
へ
の
願
い
を
込
め
て「
七
夕

夏
ま
つ
り
」を
保
育
所
内
で
行
っ
た
。

　
「
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い　

家
族
・
地
域
・
行
政
・
保
育

所
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
園
児
た
ち
や
父
母
、
オ
ジ
ー
、

オ
バ
ー
、
地
域
の
方
が
参
加
し
た
。
踊
り
や
、
子
ど
も

ら
に
人
気
の
金
魚
す
く
い
、
お
化
け
屋
敷
も
設
置
さ
れ

夏
ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
短
冊
に

は
思
い
思
い
の
願
い
を
込
め
ら
れ
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て

い
た
。

　

ま
つ
り
会
場
に
参
加
し
た
伊
良
皆
光
夫
村
長
は「
村

の
子
ど
も
達
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
元
気

よ
く
遊
び
、
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
一
番

の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
盛
り
上
げ
、

子
ど
も
達
を
み
ん
な
で
見
守
り
育
て
て
い
き
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

去
る
６
月
24
日
、
多
良
間
中
学
校（
池
田
満
校
長
）１
年

生（
安
里
元
気
学
年
代
表
）は
、
こ
れ
ま
で「
地
域
の
環
境

を
知
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と「
多
良
間
の
不
法
投

棄
」に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
上
で
見
る「
多

良
間
の
不
法
投
棄
」の
場
所
を
間
近
で
体
験
す
る
こ
と
で
、

理
不
尽
な
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
特
に
怒
り

を
あ
ら
わ
に
し
た
の
は
分
別
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋
が
リ
ン
鉱
穴

に
散
乱
し
て
い
る
こ
と
。
数
年
前
に
莫
大
な
予
算
を
投
じ

て
ゴ
ミ
処
理
作
業
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
ゴ
ミ
が
投
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
得
体
の
し
れ
な
い
袋
や
、
危
険
な
臭
い

の
し
そ
う
な
光
景
に
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
指
定
の
粗
大
ゴ
ミ
の
場
所
に
て
ゴ
ミ
分
別

を
１
時
間
ほ
ど
行
い「
な
ん
で
？
」「
空
き
缶
せ
っ
か
く
集

め
て
い
る
の
に
、
ゴ
ミ
の
日
に
出
せ
ば
い
い
の
に
」な
ど

こ
こ
に
も
ゴ
ミ
分
別
さ
れ
た
袋
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
投

棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

少
し
足
を
の
ば
せ
ば
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

週
３
日
の
ゴ
ミ
の
分
別
に
協
力
す
れ
ば
、
き
ち
ん
と
回
収

さ
れ
る
ゴ
ミ
が
村
内
に
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
私
た
ち
は
日
本
一
美
し
い
村
に
恥
じ
な
い
よ
う「
不

法
投
棄
は
ダ
メ
」を
か
か
げ
、
こ
の
体
験
か
ら
ポ
ス
タ
ー

と
新
聞
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
不
法
投
棄
を
な

く
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
考
え
行

動
に
移
し
て
い
き
ま

す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち

の
要
望
に
応
え
て
下

さ
っ
た
村
役
場
の
住

民
福
祉
課
の
方
々
、

作
業
の
説
明
と
共
に

作
業
を
し
て
下
さ
っ

た
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
方
々
、
暑
い

中
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▲おまわりさんの話を真剣に聞いていた

交通安全教室を開く 多良間幼稚園・小学１年
　去る６月24日多良間幼稚園・小学校１年生（森田正人
校長）を対象に交通安全教室を行った。宮古島警察署や
宮古地区交通安全協会から小学校を訪れ、交通ルール
や横断歩道は手を上げて右を見る、左を見るなど確認し
てから渡るなど、道路では飛び出したり遊んだりしない、
赤信号では必ず止まるなど講話を行った。また、腹話術
でも交通安全について教えていた。
　交通安全教室で学んだ児童たちは、自分の命を守り
ます。横断歩道を渡るときは守ります。交通ルールを守
ります。などお互い約束していた。

総合学習の取組について 多良間中学校１年生

夏
ま
つ
り
で
賑
わ
う

村
立
保
育
所
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梅
雨
が
明
け
本
格
的
な
夏
を
迎
え
ま
し
た
が
、
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
熱
中
症
の
起
こ
り
や
す
い
時

期
で
す
の
で
、
屋
外
で
過
ご
す
時
は
も
ち
ろ
ん
屋
内
で
も
気

温
の
確
認
と
こ
ま
め
な
水
分
摂
取
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

　

さ
て
、
今
回
の
保
健
師
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
、
住
民
健
診

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
年
の
住
民
健
診
は
８
月
12

日（
火
）か
ら
14
日（
木
）の
３
日
間
、
塩
川
集
落
セ
ン
タ
ー
に

て
実
施
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
内
の
市
町
村
で
も
受
診
率
が
高
い
多
良
間
村
で
す

が
、
近
年
は
受
診
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
年
齢
毎
の
受

診
率
を
確
認
す
る
と
、
男
性
女
性
共
に
若
い
年
代
の
受
診
率

が
低
く
な
っ
て
お
り
、
男
性
は
女
性
に
比
べ
て
全
年
代
に
お

い
て
受
診
率
が
低
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
は
健
康
の
確
認
や
病
気
の
早

期
発
見
、
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
と
い
う
こ
と
で
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
詳
細
は
改
め
て
通
知
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

上
記
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
多
良
間
村
国
民
健
康
保

険
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
す
。「
た
ら
ぴ
ん
」

だ
け
で
な
く
、
こ
ち
ら
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
師　

末
永　

明
彦

　

去
る
６
月
20
日
～
21
日
の
一
泊
で
、
J
I
C
A
・
政
府
開
発
援

助
の
実
施
機
関
と
共
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
研
修
の
た
め
来
島

し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
今
な
お
深
刻
な
保
健
医
療
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
、「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」等
の
影
響
に
よ
り
多
額
の

援
助
資
金
が
投
入
さ
れ
、
母
子
保
健
・
感
染
症
対
策
分
野
を
始
め

と
し
て
様
々
な
保
健
医
療
分
野
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
必
ず
し
も
十
分
な
根
拠
が
な
く
政
策
・
施
策
が
作
ら
れ
実
行

さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
期
待
さ
る
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
。
こ
の
研
修
に
よ
り
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
日
本
・
沖
縄
の
事
例
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
修
参
加
者

が
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案
の
必
要
性
を
真
に
理
解
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ケ
ニ
ア
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
か

ら
計
10
人
が
研
修
を
受
け
た
。

　

村
役
場
会
議
室
に
お
い
て

は
講
演
が
行
わ
れ
、
戸
籍
管

理
に
つ
い
て
、
主
に
出
生
届
・

死
亡
届
・
人
口
動
態
に
つ
い

て
、
村
職
員
の
本
村　

聖
さ

ん
。
保
健
師
の
活
動
に
つ
い

て
、
保
健
師
の
青
柳
明
彦
さ

ん
末
永
明
彦
さ
ん
、
多
良
間

診
療
所
の
金
城
元
気
先
生
ら

が
講
師
を
務
め
た
。

保健師からのお知らせ

「多良間村新型インフルエンザ等対策行動計画」の作成について
　新型インフルエンザ等対策特別処置法（平成２４年法律第３１号）第８条第１項により、多良間
村新型インフルエンザ等対策行動計画を作成しました。
＊詳細をお知りになりたい方は、住民福祉課担当までお問い合わせ下さい。
　

≪問い合わせ先≫多良間村役場住民福祉課　担当：青柳　電話：７９－３６２３

ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら

　
　
　
　

研
修
員
来
島

▲戸籍について講演を行う本村　聖さん
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緊急ダイヤル

火 災 村 消 防 （79-2619）

警 察 官 派 出 所 （79-2010）

急病人（1）多良間診療所

（2）時間外

（3）役場住民福祉課

救急車要請 総務財政課（消防）

歯科診療所医師

停　電　沖縄電力多良間営業所

断　水　役場住民福祉課

家畜疾病　役場産業経済課

ガス専用JA多良間　

119番

110番

79-2101

090-6862-6490

79-2623

79-2619

79-2162

79-2147

79-2623

79-2503

090-6859-2355

◆時間外救急受付	
15件

◆救急車出動	
１件

◆ヘリ搬送	 　　　
１件

救急車要請 ：
７９－２６１９

急病人時間外：
０９０－６８６２－６４９０

救急に関すること
（6月）

世 帯 数 と 人 口

総世帯数
総人口
男 665

区　別 人　口 世帯数
土　原
天　川
津　川
宮　良
嶺　間
大　道
大　木
吉　川
水　納

出　生
転　入

死　亡
転　出

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

−
−

−

−
−
−

−

−
　

1
4
3
3
0
1
3
1
0

0
1
0
1
0
0
0
0
0

71
103
121
82

148
196
303
217

5
1
1

3
9

（　　）内は前月比

31
44
56
32
65
90

117
87
4

526（  　2）
1,246（ー10）

女 581 

（平成26年6月末現在）6
月

誕  生 字仲筋　東風平 勝平・桐子さんの長男　蓮くん　平成26年6月21日

字塩川　羽地　マツ　平成26年5月29日 （98歳）　　字仲筋　大見謝　ツル　平成26年6月23日 （84歳）
字仲筋　石垣　守夫　平成26年6月25日 （83歳）

おくやみ

区　分 去　勢 牝 合　計
上場頭数 124 107 231
成立頭数 124 107 231
成立（％） 100 100 100
販売価格（円） 57,371,760 38,270,880 95,642,640

区　分 去　勢 牝
一
　
頭

あ
た
り

最高 597,240円 637,200円
最低 239,760円 76,680円

平均体重 242kg 253kg
平均価格 462,675円 357,672円

◇全体 ◇12ヶ月以内
6月牛セリ結果（26年6月19日実施）

村長のたうけーむぬゆむ（゚ひとりごと）
　
「
き
ら
り
と
輝
く　

ゆ
か
りﾟ

村
を
目
指
し

て
」
を
信
条
に
、
昨
年
７
月
８
日
初
登
庁
し

て
早
い
も
の
で
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
一
年
間
村
民
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
な
が
ら
村
政
運
営
に

当
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源

と
限
ら
れ
た
職
員
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
と
向
き
合
い
、
村
長
と
し
て
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
な
が
ら
、
一
年
の
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　

一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
思

い
出
さ
れ
る
の
は「
村
制
施
行
百
周
年
記
念

関
連
事
業
」
で
あ
り
ま
す
。
記
念
式
典
、
記

念
碑
建
立
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
決
定
、
石
垣
で
の

感
謝
の
碑
建
立
等
で
あ
り
ま
す
。
記
念
式
典

に
は
山
本
宮
古
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
来
賓
の
皆
様
、
各
郷
友
の
皆
様
が
ご
来
島

さ
れ
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
垣

で
の
感
謝
の
碑
建
立
は
在
八
重
山
郷
友
の
皆

様
か
ら
10
年
来
の
願
い
が
叶
っ
た
と
喜
ば

れ
、
石
垣
市
と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
良
間
～
石
垣
航
空
路
線
の
再
開

に
つ
い
て
は
、
当
初
は
採
算
面
で
厳
し
い
と

の
試
算
で
難
色
を
示
し
て
い
た
県
が
、
再
三

の
要
請
に
よ
り
路
線
再
開
が
確
実
と
な
る
と

こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
路
線
再
開
後

の
搭
乗
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
今
後

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
新
製
糖
工
場
・
集
中

脱
葉
機
械
の
新
設
に
つ
い
て
も
、
条
件
を
ク

リ
ア
す
る
の
に
厳
し
い
状
況
か
ら
、
県
の
理

解
を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
、
27
年
度

の
予
算
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
さ
と
う
き
び
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
に

つ
い
て
は
、
県
の
多
大
な
る
ご
指
導
と
関
係

機
関
の
協
力
、
生
産
農
家
の
ご
理
解
に
よ
り
、

全
農
家
エ
コ
フ
ア
ー
マ
ー
認
定
と
い
う
全
国

で
も
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
長
就
任
二
年
目
を
ス
タ
ー
ト
し
た
今
、

「
村
民
が
何
を
考
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
の

か
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」を
常
に
考
え
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
改
革
者
で
あ
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
自
覚
・
実
践
し
村
役
場
が
変

わ
っ
て
い
く
姿
が
村
民
に
実
感
で
き
る
一
年

に
し
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

一
年
前
の
感
動
を
忘
れ
ず
さ
ら
に
気
を
引
き

締
め
、
村
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が
ら「
大

好
き
な
こ
の
多
良
間
村
の
発
展
」
の
た
め
に

全
力
投
球
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
の
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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大津波警報 が発令された場合ただちに高台へ避難する。
　　　　　　 ＊避難場所：八重山遠見台（34.2ｍ）・浄水場（28.6ｍ）・父母の森（22.1ｍ）

 津波注意報 ：�予想される津波の高さが高いところで
0.2ｍ以上、１ｍ以下の場合であって、
津波による災害のおそれがある場合。

津 波 警 報 ：�予想される津波の高さが高いとこ
ろで１ｍを超え、３ｍ以下の場合。

 津波注意報 が発令された場合
・・・ 5m以上の区域  に移動する

　
津 波 警 報 が発令された場合

・・・ 5m以上の区域  に移動し警戒する

編
集
後
記

☆
猛
烈
な
台
風
8
号
が
沖
縄
を
襲
来
し

た
。
幸
い
に
も
多
良
間
島
は
被
害
が
な

か
っ
た
も
の
の
、
沖
縄
本
島
で
は
風
速

50
m
も
吹
き
荒
れ
多
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
雨
が
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い

た
頃
、
台
風
の
影
響
で
雨
が
降
り
作
物

に
潤
い
を
与
え
た
。

☆
毎
日
30
度
以
上
と
い
う
暑
さ
が
続
い

て
い
る
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
自

己
管
理
を
十
分
に
し
た
い
。
特
に
農
作

業
や
屋
外
で
の
作
業
は
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
！

☆
10
年
前
か
ら
多
良
間
島
に
、
夫
婦
で

年
に
1
回
～
2
回
は
訪
れ
て
い
る
と
い

う
、
東
京
か
ら
の
観
光
客
と
酒
席
の
機

会
が
あ
っ
た
。「
ど
う
し
て
、
多
良
間
島

で
す
か
？
」と
聞
い
た
。「
沖
縄
の
い
ろ
ん

な
離
島
を
回
っ
た
が
、
や
は
り
行
き
着
く

と
こ
ろ
は
多
良
間
島
で
す
ね
」「
な
ぜ
？
」

「
多
良
間
は
癒
さ
れ
る
！
」と
答
え
た
。
何

が
そ
こ
ま
で
人
を
引
き
付
け
る
の
か
？

　
生
ま
れ
た
時
か
ら
こ
の
島
に
い
る
俺

に
と
っ
て
は
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
に
過

ご
し
て
い
る
。
や
は
り
手
つ
か
ず
の
自

然
が
破
壊
さ
れ
て
い
な
い
島
は
そ
の
ま

ま
残
し
た
い
。
澄
み
き
っ
た
空
気
、
青

い
空
、
そ
し
て
夜
の
星
空
！

☆
次
号
、
郷
友
会
長
の
記
事
は
、
在
沖

多
良
間
郷
友
会
の
紹
介
で
す
。

て
る
け
ん

 凡 例  標高区分
避難場所 5m以下 10m～15m
誘導路 5m～10m 15m～20m 20m～30m

津波警報等の発表基準

防災マップ


